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1. 背景と目的 
 高等教育の国際化に伴い、日本の大学で働く外国人教員の数は年々増加している。しかし日本では、外国人教

員の全体的な割合は増加しているものの、上位職における割合はそれに見合うほど増えていない（Huang 2018）。
また、外国人教員に占める女性の割合は、職位が上がるにつれて減少する傾向がみられる（文部科学省 2024）。
ここ数年、特に高等教育研究の専門家の間では、外国人教員の特徴や、彼らが職場で直面する周縁化、組織的支

援の不足といった課題に関する研究が進められ、知見が蓄積されつつある（例：Brotherhood et al. 2019; Kotake 2024）。 
 こうした状況を踏まえ、本研究の目的は、ライフコースの視点から日米の大学に勤務する外国人教員のキャリ

ア形成に関する経験と展望を明らかにし、長期的な視点から組織的支援制度のあり方を探ることである。あわせ

て、ジェンダーの視点から、外国人教員が昇進などキャリアアップを図る際に直面する障壁についても考察する。

日米二カ国で調査を実施することで、両国における外国人教員を取り巻く環境を比較し、日本の大学の特徴や取

り組むべき課題への理解を深める。 
2. 方法 
 本研究では、外国人教員のキャリア形成に関する経験と展望を、世代やキャリアステージ別に見られる環境や

認識の違いに着目しつつ、結婚・子育て・リタイアメントといったライフイベントとの関連から検討する。分析

には、日米の大学でフルタイム勤務する外国人教員を対象に実施した半構造化インタビューおよびフォーカスグ

ループのデータ（女性19名、男性25名、計44名）を用いる。なお、日本においては外国人を「日本国籍を有し

ない者」と定義し、米国においては「外国生まれ（foreign born）」を基準として調査協力者を募った。 
3. 結果と考察 
 これまでの分析で明らかになった主な結果として、日本の回答者の間では、子育てに関連する要因が、日本で

キャリアを継続するか（あるいはリタイア後も生活を続けるのか）、それとも母国へ帰国するかといった選択に影

響を及ぼす傾向が見られた。例えば、子どもが日本の公立小学校に通う東南アジア出身の若手教員は、帰国した

ときに子どもが母国の学校に適応できるかを心配していた。そのため、家族と共に日本での生活を続けながらキ

ャリアを築いていきたいと考えていた。一方、米国の回答者については、移民制度や大学の雇用条件の違いなど

を考慮する必要があるものの、米国でのキャリア形成の意向に対する子どもの影響は比較的小さいようだった。 
 キャリアアップの障壁については、特に日本の回答者から、ジェンダーよりも「言葉の壁」や学術界における

「暗黙の了解」が指摘されることが多かった。 
 今後、日本においても子育てをしながらキャリアを形成する外国人教員の増加が見込まれる。本研究の結果は、

仕事面に加え、家庭生活や私的な側面を含む包括的な支援制度の検証と実施の必要性を示している。また、「言葉

の壁」や「暗黙の了解」への対応に向けた組織的な取組みの重要性も示唆している。 
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